
主催：Alnylam Japan株式会社

ATTRアミロイドーシスの最前線 in Wakayama
～なぜ他科連携が必要とされるのか～

山口 修 先生

愛媛大学大学院医学系研究科
循環器・呼吸器・腎高血圧内科学講座 教授

座長

『T60A ATTRvアミロイドーシスの姉妹例』

第124回日本循環器学会中国・四国合同地方会
ランチョンセミナー9

Program

日時：2024年6月23日（日）12:00～13:00

*弊社製品(オンパットロ/アムヴトラ)の効能又は効果は「トランスサイレチン型家族性アミロイドポリニューロパチー」です。

会場：第4会場（広島国際会議場 B2F コスモス1）

演者Ⅰ

大内 武 先生

北陽クリニック 副院長
島根大学医学部附属病院 循環器内科

演者Ⅱ 北岡 裕章 先生

高知大学医学部 老年病・循環器内科学 教授

『ATTRアミロイドーシス：診断と治療の最前線』

ATTRvアミロイドーシス-なぜ鑑別が必要なのか-
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